
（作成者：クリニカルパス専門部会）

患者ID 担当医　
氏名 担当看護師　

配布日　

採取当日（採取前） 採取当日（採取後）

注射

検査 ・採血 ・採血

・腕の穿刺部に痛み止めの
シールを貼ります

食事

活動・安静 ・病棟内でお過ごしください ・トイレまでは歩けます。初め
て歩くときは看護師が付き添
いますので、ナースコールで
お知らせください

清潔 ・シャワー浴はできません。必
要時、身体を拭きます

説明

診療計画、入院期間は現時点での予定です。今後、状態の変化によって変更されることがあります。不明な点がありましたらいつでもお尋ねください。

末梢血幹細胞採取(骨髄バンク)を受けられる患者さんへ

・採血

・G-CSFによる以下の副作用症状があるときには、医療者へお伝えください。薬剤対処を調整します
痛み（首、頭、背部、関節、筋肉）、息苦しい感じ、左側のおなかの痛み、食欲不振、吐き気、眠れない、注射部の腫れや痛み、皮膚の発疹など

その他

・薬剤師が、退院後の薬剤
について説明します

・手足の爪を切り、マニキュア
は落としてください
・化粧は落としてください

【必要物品】
・飲み物　・ストロー
・軽食

・同意書は職員にお渡しください

・吐き気や痛みがあればお薬を使用しますので、我慢せず
にお知らせください

・病棟スタッフが、退院処方
の必要性や処方の確認を
行います
・退院時はご自身で運転で
きません。ご家族に迎えに
来ていただくか、公共交通
機関をご利用ください

【退院後の緊急連絡先について】
採取4日前 採取3日前 採取2日前 採取前日

入院：１病日
/

2病日
/

6病日：退院
/

採取後1日目

3病日
/

4病日
/

5病日
/

・薬剤師が、持参薬および服薬状況につ
いて確認します

・採血
・心電図
・レントゲン
・身長・体重

・採血 ・採血

出典：政府広報オンライン「命をつなぐ骨髄バンク　あなたのドナー登録を待っている人がいます

・退院指導の内容を理解できる

・処置後の経過について理解できる
・腹痛がない
・腹部膨満感がない

・制限はありません

・シャワー浴ができます

・入院オリエンテーションを行います
・医師が処置の説明をします
・本用紙を用いて、スケジュールについて
説明します
・感染予防、転倒転落予防について説明
します

・シャワー浴ができます

・退院後の生活について説明し
ます
・輸血・細胞治療部の看護師が
処置のオリエンテーションを行
います

・制限はありません ・制限はありません

・白血球を増やす注射（G-CSF)をします(毎日）

以下の症状がある時はご連絡ください
・穿刺部からの出血
・穿刺後の痛みが続く
・立ちくらみ、めまい、ふらつき
・体調がすぐれない

【緊急連絡先】
・診療日時間内（8：30～17：00）
　　内科外来
　　　　　　　　：0985-85-9883

・休診日・診療日時間外
　　5階東病棟
　　　　　　　　：0985-85-1789

達成目標

内服

処置

　　　　　　　　　　末梢血幹細胞採取

・採血
・体重測定
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